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        ⼟土⽊木学会  ⾒見見える化データ    2014�

土木学会は、2014年に創立100周年を迎える公益社団

法人です。学会個人会員数は約30,000人、その多くは企

業に所属する土木技術者です。土木学会には、50以上の

委員会が設置され、多くの学会員が参加し活発に活動して

います。	

ここでは、土木学会の2013年度の活動のうち、社会支援、

社会とのコミュニケーション、社会への直接的貢献を目的と

した活動などを抜粋して紹介します。多くの皆様にご覧い

ただき、開かれた学会として、より良い方向へ発展し続けて

いきたいと考えています。	

掲載データ⼀一覧�

1�

企画委員会　見える化WG	

	担当：椛木洋子（主査）、山田菊子	

	http://committees.jsce.or.jp/kikaku/mieruka2014	

2014年11月5日	

公益社団法⼈人  ⼟土⽊木学会�



会員構成�

•  土木学会には37,170人の個人会員が所属して

います。会員のうち4.1%が女性で、その割合は

正会員では2.9%ですが、学生会員では12.0%に

のぼります。	

•  女性会員の割合は増加し続けており、30歳未満

の会員が半数を超えています。	

会員⽀支部部⾨門／教育企画部⾨門�

2�

個⼈人会員の数と性別の構成 

個⼈人会員の性別・年年齢階層別構成 

2014年3月31日現在の数値．	

2014年3月31日現在の数値．	

個⼈人会員の性別・年年齢階層別構成 

女性 
12.0%

88.0%

学生会員 
4,869

女性 
2.9%

97.1%

正会員 
32,301

女性 
4.1%

95.9%

個人会員 
37,170

ダイバーシティ推進委員会�
http://committees.jsce.or.jp/diverisity/�
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広  報�

•  2013年度1,200件を超える記事が

掲載されました。半数は、業界紙や

一般紙以外のメディアでした。	

•  土木学会では年間30回を超える記

者発表を開催しました。	

記者発表数 

社会コミュニケーション委員会�
http://committees.jsce.or.jp/publicity/�

コミュニケーション部⾨門�
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国際交流流�
•  土木学会では、毎年、国際ジョイントセミナーを開催しています。	

•  2013年度には6回の国際ジョイントセミナーを開催し、34名を海外に派遣しました。派遣先はトルコ、ベト

ナム、モンゴル、韓国、インドネシア、フィリピンです。	

国際ジョイントセミナー開催数と派遣者数 

国際センター�

4�国際センター�
http://committees.jsce.or.jp/kokusai/�
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トークサロン�
•  土木学会では、一般の方も対象として、時々の社会で注目されている土木工学に関連する話題につい

て、講師をお招きしてお話をいただき、参加者と懇談・討議をしていただく「トークサロン」を定期的に開催

しています（参加費は、通常1回500円です） 。	

•  2003年4月の第１回から2014年1月の第38回まで、延べ1,561人の方に参加いただきました。	

•  表は、2013年度の講師とテーマの一覧です。	

トークサロンの講師とテーマ 

企画委員会 　トークサロン�
http://committees.jsce.or.jp/kikaku/taxonomy/term/6�

企画部⾨門�

5�

回数	 開催日	
講　師	

（敬称略）	
テーマ	

第38回（1回目）	 2013年11月12日	

村上 俊之	
今川 悟	
村上 ひとみ	

清野 聡子	

東日本大震災復興フォローアップセミナー	
「いのちを守る　とは？」　	

第38回（2回目）	 2013年12月20日 	

安田 菜津紀	
宮定 章	
石川 幹子	

清野 聡子	

東日本大震災復興フォローアップセミナー	
「豊かな自然・歴史文化をつなぐグランドデザイン」　	

第38回（3回目）	 2014年1月27日	
金菱　清	
片山 知史	
五道　仁実	

東日本大震災復興フォローアップセミナー	
「漁業が支えてきた地域における海岸環境の再生」	



•  土木学会では、 「イブニングシアター」「市民公開特別上映会」「全国大会映画会」など、一般の市民を対

象に、土木技術に関する無料の映画会を定期的に開催しています。	

イブニングシアター�

•  2001年11月から2014年5月まで

の間に95回開催し、延べ12,670

人の方にご参加いただきました。	

•  2013年度は東京都内で7回、札

幌市内で1回、千葉県内で1回、

開催しました。	

•  表は、2013年度に上映したプロ

グラムの一覧です	

情報資料料部⾨門�

6�⼟土⽊木技術映像委員会�
http://committees.jsce.or.jp/avc/�

イブニングシアター等での上映作品 
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災害調査団�
•  土木学会では、国内外を問わず大災害

が発生した際に、発災後ただちに災害

対策本部を設置し調査団を派遣して、

専門的調査を行い、学術的、技術的見

地からメカニズムの解明と防災上の提案

を行っています。	

•  特に東南アジアを中心とする海外へは、

1999年から2013年の間に、33回、延べ

351人の調査団を派遣しています。	

災害調査団派遣実績（海外） 

社会⽀支援部⾨門�
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災害調査団派遣実績（国内） 
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教育企画・⼈人材育成�
•  土木学会では、小中学校の総

合学習および理科・社会など

の教科教育において、活用し

て頂ける教材や出前講座等の

提供・支援を実施しています。	

•  土木学会では、毎年「女子中

高生夏の学校 〜科学・技術者

のたまごたちへ〜」に協力し、

女子中高生の理系選択の支

援を行っています。	

⼩小中学校学習⽀支援 

教育企画部⾨門�

8�
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ダイバーシティ推進委員会�
http://committees.jsce.or.jp/diversity/�

教育企画・⼈人材育成委員会 　キッズプロジェクト検討⼩小委員会�
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⽀支部活動�
•  土木学会には、全国に8支部が

あり、土木への理解とご意見をい

ただく機会として、各種行事を開

催しています。各支部の参加者

数の多い行事をご紹介します。 	

⽀支部部⾨門�

9�
⽀支部部⾨門�
http://www.jsce.or.jp/branch/�

各⽀支部の活動 



委員会活動：出版�
•  土木学会では、学会内に設置された委員会活動の成果を刊行物として出版しています。「コンクリート標

準示方書」、「トンネル標準示方書」、「水理公式集」など、土木を構成するさまざまな分野の書籍を多数

発行しています。	

•  また、創立100周年周年記念出版の発行を18点予定しており、2013年度時点では「継続は力なり−女性

土木技術者のためのキャリアガイド−」、「東日本大震災〜3.11 あの日を忘れないでほしい〜」の2点を発

行しています。	

創⽴立立100周年年記念念出版 

調査研究部⾨門�

10�出版委員会�
http://committees.jsce.or.jp/pub/�

主な刊⾏行行物 



委員会活動：100周年年  (1/2)�
•  土木学会は、2014年11月

24日に創立100周年を迎

えます。	

•  これを祝い、「社会貢献」、

「国際貢献」、「市民交流」

を3本の柱とした、土木界、

土木学会、土木技術者が

これから100年を超えて発

展し、成長し続けるための

事業を実施しています。	

100周年年実⾏行行委員会�

11�
100周年年事業実⾏行行委員会�
http://jsce100.com�
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委員会活動：100周年年  (2/2)  �
事業・⾏行行事 (2/2) 

100周年年事業実⾏行行委員会�

12�
⼟土⽊木学会100周年年�
http://jsce100.com�
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委員会活動：⼟土⽊木の⽇日�

⼟土⽊木の⽇日記念念⾏行行事シンポジウム 

⼟土⽊木の⽇日実⾏行行委員会�

13�⼟土⽊木の⽇日実⾏行行委員会�
http://committees.jsce.or.jp/day/�

•  土木学会では、1987年以来、11月18日の「土木の日」および「くらしと土木の週間」に全国で様々な行事

を開催しています	

•  2013年度の本部行事としては、「土木の日記念行事シンポジウム」と「土木コレクション2013 HANDS + 

EYES」を実施しました。	

⼟土⽊木コレクション2013 
HANDS + EYES 



委員会活動：全国⼤大会�
•  土木学会では、毎年「年次学術講演会」を全国大会として開催しています。	

•  例年、3,000前後の講演発表があり、大会期間中には延べ1万人を超える方々が参加します。	

•  2013年度は第68回として日本大学（担当：関東支部）において開催されました。	

全国⼤大会の講演数・参加者数 

全国⼤大会実⾏行行委員会�

14�⼟土⽊木学会全国⼤大会�
http://committees.jsce.or.jp/zenkoku/�

��

����

����

����

����

��

����

����

����

����

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�



�
�

�


�
�
�

�


�
�
�

�


�
�
�

�


�
�
�

�


�
�
�

�


�
�
�

�


�
�
�

�


�
�
�

�


�
�
�

�

�

�
�

�

�
�
�
�

�

�
�
�
�

�

�
�
�
�


���

�		�����


